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●
敦
煌
と
並
ぶ
仏
教
遺
跡
で
あ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
埋
葬
の
謎
を
秘
め
た
モ
ン
ゴ
ル
最
大
級
の

文
化
遺
産
。
本
書
は
、多
く
の
図
録
を
添
え
て
そ
の
歴
史
に
迫
っ
た
貴
重
な
試
み
で
あ
る
。
中
文
版
。

　

中
華
人
民
共
和
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
西
部
、
黄
河
の
南
に
オ
ル
ド

ス
と
い
う
高
原
が
あ
る
。
そ
の
西
北
部
に
ア
ル
ブ
ス
と
い
う
広
大
な
山
地

が
広
が
り
、
そ
の
な
か
か
ら
大
規
模
な
石
窟
群
が
一
九
八
〇
年
代
末
に
発

見
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
三
月
、
中
国
の
国
家
重
点
文
物
に
指
定
さ
れ
た
。

　

石
窟
群
を
モ
ン
ゴ
ル
人
は
ア
ル
ジ
ャ
イ
と
呼
び
、
中
国
語
で
は
百
眼
窟

と
い
う
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
洞
窟
は
六
五
で
、
岩
壁
の
仏
塔
は
二
二

を
数
え
る
。
千
点
以
上
の
豪
華
絢
爛
な
壁
画
が
残
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇

年
春
に
は
大
量
の
モ
ン
ゴ
ル
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
書
が
出
土
し
た
。

　

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
古
い
窟
は
長
方
形
の
造
り
で
、

奥
に
方
形
の
柱
を
彫
り
出
し
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
石
窟
は

四
世
紀
こ
ろ
の
北
魏
時
代
に
開
造
さ
れ
た
、
と
中
国
の
考
古
学
者
た
ち
は

み
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ

ヤ
ー
ン
の
仏
龕
窟
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
『
元
朝
秘
史
』
に
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
は
ア

ル
ブ
ス
山
で
巻
狩
の
最
中
に
馬
か
ら
落
ち
て
、「
多
数
の
洞
窟
」
に
入
っ
て

駐
営
し
た
と
あ
る
。「
多
数
の
洞
窟
」と
は
今
の
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
で
あ
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
跨
る
大
帝
国
を
建
立
し
た
。
帝
国
の
東
方

を
成
す
元
朝
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
国
教
と
し
て
い
た
。
ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟

の
壁
画
の
大
半
は
西
夏
や
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
以
降
に
製
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
壁
画
の
四
方
に
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語

と
チ
ベ
ッ
ト
語
、
そ
れ
に
古
代
イ
ン
ド
で
使
わ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で

題
字
が
書
い
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
仏
教
の
神
々
を
称
賛
す
る
内
容
で
あ
る

が
、
多
言
語
の
同
時
運
用
は
帝
国
の
権
威
と
多
様
性
を
演
出
し
て
い
る
。

　

仏
教
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
そ
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
っ
と
も
古
い

ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
が
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
で
あ
る
。
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
や
敦
煌

を
は
じ
め
、
多
数
の
石
窟
が
東
伝
の
ル
ー
ト
上
に
造
営
さ
れ
た
。
石
窟
は

造
営
当
時
の
最
先
端
の
建
築
技
術
や
美
術
の
精
粋
を
集
め
て
造
ら
れ
た
。

東
西
の
文
明
が
融
合
し
て
創
出
さ
れ
た
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
。

　

北
ア
ジ
ア
の
草
原
地
帯
に
仏
教
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ
り
、

ど
ん
な
形
で
開
花
し
た
の
か
。
ま
た
、
元
朝
時
代
の
仏
教
信
仰
の
実
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

ア
ル
ジ
ャ
イ
石
窟
内
の
壁
画
や
題
字
、
そ
れ
に
出
土
文
書
が
大
き
な
手
が

か
り
と
な
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
と
そ
の
後
継
者
た
ち
が
残
し
た
文
化

遺
産
は
人
類
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
部  

阿
尔
寨
石
窟
的
歴
史
変
遷

第
一
章  

阿
尔
寨
石
窟
概
况
及
其
環
境

 

一  

阿
尔
寨
石
窟
概
况
／
二  

石
窟
周
囲
的
社
会
歴
史
環
境
／
三  

伝
説
中
的

阿
尔
寨
石
窟

第
二
章  

从
歴
史
記
憶
和
歴
史
資
料
看
阿
尔
寨
石
窟

一　

迪
魯
瓦
呼
図
克
図
的
回
憶
／
二　

那
日
瓦
班
沁
寺
的
建
立
与
迪
魯
瓦
呼

図
克
図
之
北
迁
／
三　

第
二
世
迪
魯
瓦
呼
図
克
図
／
四　

第
三
世
迪
魯
瓦
呼

図
克
図
／
五　

第
四
世
迪
魯
瓦
呼
図
克
図
与
六
世
達
頼
喇
嘛
／
六　

其
他
迪

魯
瓦
呼
図
克
図
們

第
三
章  

当
代
阿
尔
寨
石
窟
寺
与
班
沁
召
的
关
系

 
一　

曾
名
為
伴
沁
召
的
阿
尔
寨
石
窟
／
二　

当
代
阿
尔
寨
石
窟
寺
的
僧
侶
与

班
沁
召
的
关
系

第
四
章  《
蒙
古
秘
史
》
中
的
阿
尔
寨
石
窟

 

一　

成
吉
思
汗
与
阿
尔
寨
石
窟
／
二
〝
翁
渾—

答
蘭—

忽
都
黑
〟
与
百
眼
井

／
三　

夏
遼
駅
道
中
的
〝
陌
井
駅
〟
／
四　

考
古
学
家
眼
中
的
阿
尔
寨
石
窟

第
五
章  

阿
尔
寨
石
窟
内
回
鶻
蒙
古
文
榜
題
和
其
他
出
土
文
字
資
料

一　

榜
題
等
文
字
資
料
概
况
／
二　

懺
悔
三
十
五
佛
之
賛
歌
／
三　

圣
救
度

佛
母
二
十
一
种
礼
賛
経
／
四　

十
六
羅
漢
頌
／
五　

男
居
士
達
磨
達
拉
賛
歌

和
四
天
王
賛
歌
／
六　

出
土
文
字
資
料
概
况
／
七　

阿
尔
寨
石
窟
各
种
文
字

資
料
的
重
大
意
義

第
六
章  

阿
尔
寨
石
窟
的
兴
衰

一　

藏
伝
佛
教
噶
挙
派
与
元
代
蒙
古
／
二　

明
人
継
承
的
元
版
／
三　

林
丹

汗
没
有
破
坏
阿
尔
寨
石
窟
／
四　

清
朝
的
〝
批
林
丹
汗
〟
運
動
／
五　

噶
瑪

噶
挙
派
与
格
魯
派
的
斗
争

第
七
章 

阿
尔
寨
石
窟―

成
吉
思
汗
的
佛
教
紀
念
堂

 

一　

薩
満
教
国
俗
与
佛
教
的
統
合
／
二　

阿
尔
寨
石
窟
内
的
成
吉
思
汗
御
容

／
三　

成
吉
思
汗
上
升
為
多
聞
天
王

　
第
二
部  

主
要
佛
塔
、
壁
画
及
出
土
品

佛
塔
及
种
字
／
一
号
窟
／
二
二
号
窟
／
二
六
号
窟
／
二
八
号
窟
／
三
一
号
窟

／
三
二
号
窟
／
三
三
号
窟
／
出
土
品
类


